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は じ め に
子どもの体力低下が明らかにされ始めてか
ら久しい。「平成２０年度全国体力・運動能力，
運動習慣等調査」（文部科学省）によると，
北海道内の児童の体力は低いことが明らかに
なっている。江別市内の児童にも同様な傾向
があると推察される。そこで筆者らは，「江
別市内における児童生徒の体力向上に関する
実践的調査研究を行う」こととした。本論は
そのための基礎的な資料を得るために，小学
校における体力向上に関する事業で，優れた
成果を挙げている東広島市内における三ツ城
小学校，東西条小学校の取り組み内容につい
て調査を行ったので，その内容を報告する。
調査視察は，平成２１年１１月２０日（金）に行っ
た。以下にその概要について報告し，江別市
における取り組み課題を明らかにする。
１．三ツ城小学校
三ツ城小学校は，東広島市の中心に位置し，
児童数８６１名（学年平均約１４０名，各学年４ク
ラス）の大規模な小学校である。平成１６年～
１８年度文部科学省「子どもの体力向上実践事
業」と，平成１９・２０年度東広島市体力・運動
能力向上推進校の助成を受けて，児童の体力
向上に関する取り組みを行い，優れた成果を
あげた。
１）事業の目的
取り組み事業の目的は，「運動習慣を増加
させ，運動好きな子どもを育成し，体力の向
上を図る」ことである。その際に「学校・家
庭・地域の連携を図って実践する」ことを重
視している。すなわち，「家庭」においては，
「基本的な生活習慣の確立」や「運動するこ
との重要性の意義」を保護者に理解してもら
い，子どもが運動することを積極的に応援し
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てもらう。「地域」に対しては，様々な「知
識」「経験」「技術」を持つ人々や団体と連携
し，子どもの運動実践への協力を求めた。
「学校」「家庭」「地域」が連携することによ
り，子どもの運動習慣の増加，体力向上といっ
た事業目的が確実なものとなる。
２）取り組み内容
 学校での取り組み
学校での取り組み内容には，「体育科授
業の充実」「教科外の活動の充実」「子ども
が自由に運動できる環境整備」の３点に大
別できる。
①体育科授業の充実
子どもが体育を好きになり，運動する喜び，
技術が向上する楽しさを感じることができる
ように，体育授業の内容・方法を充実させた。
具体的には，「コツの言語化」「活動の場の工
夫」「学習カードの工夫」である。
「コツの言語化」とは，技を身につけてい
く過程において，子どもが見つけた「コツ」
を言語化し公表する。どのようにすれば，そ
の技を習得できるかを互いに考え，そして教
え合う授業を展開した。
「活動の場の工夫」は，「課題解決に向け
て，スモールステップで段階的に練習できる
場の設定」を行った。例えば，マット運動の
「開脚前転」や「後転」を習得するため部分
練習を行うことのできる「場」を設定した。
「学習カードの工夫」では，子どもと一緒
に内容を考えたスモールステップカードを作
成した。
また広島大学と連携して「三ツ城セットアッ
図１ 三ツ城小学校の取り組み全体概要１）
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プ運動」を開発した。「三ツ城セットアップ
運動」とは，「リズム運動で，前半部分の音
楽に合わせて心拍数を上げるダンス運動と後
半部分の主運動につながる運動で構成し，準
備運動の一部として活用している」ものであ
る。
②教科外での取り組み
朝と午前の休憩時間を利用し，子どもが積
極的に運動する時間を確保し体力向上を目指
した。
・三ツ城タイム
月２回の金曜日の朝８時０５分～３５分までの
３０分を「三ツ城タイム」とし，子どもが運動
を行う時間とした。登校グループという１～
６年生までの縦割りのグループ（約１０名程度）
で運動を行う。教員の指導によって，Ｇボー
ル，バランスボール，リズム運動など多様な
運動を行う。
・ロング大休憩
月２回，金曜日の１０時０５分～１０時４５分まで
休憩時間を「ロング大休憩」として，クラス
による自由運動・遊びを行う時間とした。月
ごとに体育館，グランド，学校前公園の３箇
所をローテーションによって実施する。内容
は，鬼ごっこ，大縄跳び，鉄棒，遊具などを
行う。教員も一緒に運動する。
図２ 三ツ城タイムとロング大休憩１）
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③子どもが自由に運動できる環境整備
学校内に子どもが自由に楽しみながら運動
のできる環境を整備した。ほとんどのものが
手作りによるものである。
・路上「ケン・ケン・パ」（脚力向上）
校内の道路に「ケン・ケン・パ」のマーク
を設置し，子どもが登下校時に行えるように
した。
図３ ケン・ケン・パ
・「ジャンプでタッチ」（跳躍力向上）
廊下や教室に２ｍ～２．６ｍ程度の高さに紐
を吊り下げ，それに向かってジャンプするよ
うにした。学年によって高さを変化させた。
図４ ジャンプでタッチ
・「天までとどけ」（投力向上）
中庭にロープを張り，ロケットにみたてた
ペットボトルを投げ，投力の向上を目指した。
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図５ 天までとどけ
・「ピンポイントスロー」（投力向上）
バドミントンのシャトルを目的とする的に
入れる。
図６ ピンポイントスロー
111
・「ストラックアウト」（的当て能力，投力，
キック力向上）
グラウンドにボールをぶつける的を設置し
た。
図７ ストラックアウト
・「ジャンピングボード」（縄跳び用ボード） 縄跳びのジャンプを助けるボードを設置
図８ ジャンピングボード
④表彰の実施
それぞれの種目での順位や記録を掲示し表
彰を行う。また，スポーツ大会での優秀者に
も表彰を行う。
⑤保健・食育・健康増進に関する取り組み
（平成１９年以降）
食事，目，歯，健康全般に関する取り組み
を実施している。毎日大休憩の終わりに１分
間の眼球体操を実施する。グランドにランド
ルト環（視力検査の記号）を設置している。
 家庭との連携
①体力アップチャレンジカードの作成
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長期休業中に運動記録を記入するカードを
作成し，子どもの運動意欲を高める。
②体育通信「モリモリ」の発行
運動の重要性や子どもの体力の現状，体力
テストの結果などを家庭に発信する体育通信
「モリモリ」を発行している。
 地域との連携
①地域の「体育振興会」との連携
地域の運動・スポーツサークルの「体育振
興会」と連携し，ウォークラリー，ゲートボー
ル，ソフトバレー教室，卓球教室，スナック
ゴルフ，バドミントンなどに子どもたちが参
加し，地域の人々と交流を行っている。
②「サタデー外で遊ぼうDAY」の実施
教育委員会と連携し，土曜日に市内の小学
生が集まり，運動や遊びを行う。年３回実施。
③トップアスリートとのふれあい
サッカー，陸上競技，バスケットボールな
どのトップアスリートが子どもたちを直接指
導する教室を実施。
３）取り組みの成果
 体力の向上
体力テストの結果から平成１５年度に比べ，
大幅に向上した。５段階評価のうち下位のＤ，
Ｅ判定の児童数が減少し（Ｅ判定；１３．３％→
２．０％），Ａ，Ｂ判定の児童数が増加した（Ａ
判定；９．７％→３１．２％）。
図９ 体力測定結果１）
 児童の運動の意識に対する変化
体力のたかまりとともに「運動をしたい」
という内発的な意欲の向上や，「やればでき
るんだ」という自己肯定感の高揚がみられた。
体力の向上とともに学習に対する意欲も向上
し，学力の伸びもみられた。
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図１０ 児童の意識調査結果１）
２．東西条小学校
東西条小学校は，東広島市の中心市街地に
隣接し，児童数名３３１名（学年平均約６０名，
各学年２クラス）の中規模な小学校である。
平成１６年～１８年度文部科学省「子どもの体力
向上実践事業」と，平成１９・２０年度東広島市
体力・運動能力向上推進校の助成を受けて児
童の体力向上に関する取り組みを行った。
１）目的
「豊かな心をもちたくましく生きぬく子ど
もを育成する」の校訓をもとにして，「進ん
で学ぶ子」「手をつなぐ子」「命を大切にする
子」を「めざす子ども像」としている２）。
そして，「元気な心と体をはぐくむ学びの
創造」を研究主題とし，体育科と道徳の時間
の関連を図りながら，集団力を生かした指導
の工夫することを取り組み目標とした。
図１１ 東西条小学校の研究構想３）
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２）取り組み内容
 学校での取り組み
①業間体育の工夫
単純に走るだけの「グランド走」を見直し，
「ふれあいサーキット」を行うことにした。
実施日は木曜日以外の平日に行い，２校時
終了時点の２分後に３分間の音楽がかかり，
それぞれの場所に集まる。そして，７分間運
動を行い，その後約１５分間の大休憩となる。
それぞれの運動は，１～６年生の合わせて１２
名前後の縦割り班で行う。実施内容は各班１
週間ごとローテーションして行う。雨天の日
には，縦割り班の先生の教室で「雨の日エク
ササイズ」を行う。
②環境づくりの充実
固定遊具での遊び方を紹介した「遊具王」
の看板を設置した。それぞれの固定遊具で，
簡単にできる技と少し難しい技を写真入の看
板を作成・設置し，遊び方の紹介をし，体育
の授業や休憩時間に行った。達成後にチャレ
ンジカードにシールを貼り，意欲を高める。
③子どもが運動に挑戦・創造できる環境整備
児童玄関を出たらすぐに遊べる空間作りと
して「チャレンジコーナー」を設置した。技
ができるようになるとシールを貼っていくよ
うにし，また今年度は児童から新しい技も募
集し，内容も充実させた。児童玄関のすぐそ
ばに，一輪車と竹馬と縄跳び台を置き，いつ
でも使えるようにした。
図１２ 縄跳び台
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図１３ 的当てボード
 家庭との連携
①長期休業中の「元気アップカード」
長期休業中に崩れやすい生活リズムや，運
動離れを解消するために「元気アップカード」
の作成を行った。内容はインナーマッスルを
鍛える運動とし，無理のない負荷をかけなが
ら体を動かすという内容にした。また，意欲
を高めるためにカードへの記録をすることに
した。
図１４ 元気アップカード３）
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図１５ 元気アップカードの実施状況３）
 成果
ゲームや遊びを取り入れた業間体育を行う
ことで，「体を動かすことが好き」という児
童が増えた。
体力テストすべての種目で，ほとんどの種
目で全国平均に近づき，運動能力の向上が図
れた。またＡ，Ｂ評価の児童が増加し，Ｄ，
Ｅ評価の児童が減少した。
図１６ 運動への意識調査３）
117
図１７ 学年別体力テスト得点比較３）
図１８ 全校児童評定推移３）
３．江別市における取り組みに対する提言
１）全校規模での取り組みの実施の必要性
体力向上事業を展開する場合，全校規模で
取り組みことが効果的である。朝や中休みの
運動時間の確保や調整は全校規模で行うこと
により実施が容易となる。
２）家庭・地域との連携の重要性
学校内での取り組みのみならず，家庭と地
域と連携して取り組む必要がある。家庭との
連携に関しては，運動の重要性や必要性，基
本的生活習慣の確立などを，学校から情報を
発信する。また，長期休暇時には運動意欲を
高めるカードなどを作成するのも効果的である。
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３）体力テストの実施
文部科学省の新体力テストを実施すること
によって，他校との客観的な比較が可能とな
る。
４）子どもがいつでも気軽るに運動すること
のできる環境の整備
「路上ケン・ケン・パ」，「ジャンプでタッ
チ」「天までとどけ」「ストラックアウト」
「ジャンピングボード」などいつでも児童が
自由に運動できる環境を整備することにより，
日常的に子どもが運動することができる。
５）長期的な取り組みの実施の必要性
１年単位の短期的なものではなく，３年程
度の継続実施を行いその成果を検証すること
が理想的である。また，事業終了後も継続実
施できる内容とする必要がある。
謝 辞
本報告を完成するにあたり，東広島市教育
委員会学校教育部指導課長の中森英雄氏には，
視察先の三ツ城小学校，東西条小学校のご紹
介と手配をしていただき，心から感謝申し上
げます。
三ツ城小学校の朝野尚子校長先生，吉岡雅
晴教頭先生，中嶋功史先生，東西条小学校の
田部芳樹校長先生，新谷淳子教頭先生，寺岡
聖先生らにおかれましては，ご多忙中にも関
わらず，パワーポイントを利用した詳細なご
説明や校内案内などをしていただきました。
心から御礼申し上げます。
また広島大学名誉教授の渡部和彦先生には，
視察先のご紹介などにご協力をいただき，心
から感謝の意を表します。
付記 本研究は，「江別市大学連携調査研究
事業」の助成を受けて実施した。
参 考 文 献
１）学校紹介パンフレット「平成１９・２０年度
東広島市体力・運動能力向上推進校健やか
な体の育成」，東広島市立三ツ城小学校発
行。
２）『えがおいっぱい』，平成１８年度研究紀要
東広島市立東西条小学校発行，２００７年２月
発行。
３）発表パワーポイント資料「心と体を元気
にする取り組みを通して」，東広島市立東
西条小学校作成。
119

